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特　集
理　事

遠 藤  初 美

Ｑ１　当ＪＡ初の女性理事に就任されて感じていること
Ａ　　何もかもが初めての経験で分からないことばかりですが、他の役員の皆さんにお聞きしなが

ら、ご迷惑にならないよう頑張っていこうと思います。

Ｑ２　自らの農業経営で取組んだり、気をつけていること
Ａ　　コロナウィルス感染拡大防止の影響により農畜産物の消費が落ちています。簡単なことでは

ありませんが、常に新しい農産物にチャレンジするなどの意識改革も必要だと感じています。
　　　また、その実践のためには一人では無理ですので、仲間たちとより良い関係を築きながら取

組んでいこうと思います。

Ｑ３　今後の事業運営にあたって思っていること
Ａ　　組合員の皆さんが安心してＪＡを頼りにしてもらえるよう、職員の皆さんにも努めていただ

けるようにと思います。

Ｑ４　組合員や職員に伝えたいこと
Ａ　　組合員の皆さんはいままでどおりＪＡの組織力を活かしてほしいと思います。また、職員の

皆さんは色々なことで大変なお仕事をなさっていることが少しですが分かりましたので、これ
からも組合員のために努めていただきたいと思います。

「農協を知ろう」として農業者・役職員などを紹介しています。

～農協を知ろう～

昭和56年３月結婚
それ以外のことはお話す機会があればお伝えします

昭和34年７月22日（満62歳）



おめでとうございます…

作文コンクールで優秀賞を受賞
2/22

ＪＡフレミズ

　

令
和
３
年
度
「
フ
レ
ミ
ズ
活
動

“
わ
た
し
の
一
歩
”」
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
、
Ｊ
Ａ
上
川
中
央
女
性
部
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
所
属
の
渡
辺　

志
穂

子
さ
ん
が
、
タ
イ
ト
ル
「
あ
り
が
と

う
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
」
で
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

賞
状
と
作
文
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
作
文
は
下
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　農業に全く縁のなかった私がフレッシュミズのメンバーになったのは、約 13 年前、地元上川町の牧場に勤める夫と結婚して
すぐの事でした。それまで住んでいた札幌から上川町へ戻り、農業とは全く別の仕事につきながら、夫の職場のイベント等に
顔を出させてもらい、そこで知り合った当時のフレミズ兼女性部員さん達に入会を勧められたのがきっかけだったと思います。
私には断る理由もなく、また、入会するのが普通なのだなという気持ちで、特に悩まず部員となりました。地元とはいえ、10
年以上離れていてそんなに友人・知り合いもいる様でいなかった私は、誘ってくれた部員さん達と会うのが楽しく、また、私
より少し上の世代の方が多かったという事もあり沢山甘えさせてもらったり、雑談を交わしながらストレス解消させて頂きま
した。しかしながら、その当時は、部員でありながらもフレミズがどういう組織でどんな活動をしているのか、また女性部と
はどの様につながっているのかもほとんど把握しておらず、ただただ、イベントや研修会のお知らせを頂いては、部員さん達
に会えるのが楽しみで出席していました。一人っ子の私は、年上の人と交流するのが好きで、又、パワフルで優しい部員さん
達に会うだけで元気をもらっていました。その頃の活動で忘れられないのは、大きな研修会で使用する新聞紙でのエコバッグ
を作る為、部員さんの家に集まった時の事です。私はその時産後数ヶ月で、でもママ友もほとんどおらず…。赤ちゃんとの生
活は楽しいけれど、外との交流がほとんどない状態でした。
　そんな時に誘われたこのバッグ製作で、育児の話を聞いてもらったり、アドバイスを頂いたり、他愛もない話で笑ったりと、
とても楽しい時間を過ごしました。そんな感じで、最初の数年間は「行けば部員さん達に会える」といった気持ちでフレミズ、
そして女性部活動に参加していました。部員としての自覚、農業との関わり、組織について考える事などほとんどありません
でした。でも、当時はそれで良かったのかも、そういう気持ちでも、参加し交流する事に意味があったのではないかと、今な
ら思えます。何より、当時からの部員さん達はこの町での私にとっての「第２のお母さん」達になったのです。
　それから数年、同世代、また年下の部員さんも徐々に増え、自分自身「ただ楽しい」だけでフレミズ部員としてやっていて
はいけないんだな…とうっすら意識する様になってきました。新しい部員さん達と、先輩部員さん達の橋渡し、交流を通して
新しい世代とフレミズを盛り上げていくことが自分にはできるか自分がしなくてはならない事ではないかと思い始めました。
しかしながら、まだその頃もフレミズ活動以外では農業にはノータッチ、研修や会議に参加させて頂きながら、部員さん達が
どんな思いで農業を営み、社会とつながっているかを聞いて勉強させて頂く日々でした。
　そんな私が縁あって、数年前よりとある農家さんの田植えのお手伝いをさせて頂くことになり、その頃から「体」で農業に
携わる様になりました。それがきっかけで、田植え以外の農作業もさせて頂ける様になり、一気に農業への視野が広がりました。
そうなると、その後参加していく他地域の部員さんとの会議や交流会で交わされる会話の中で共感できる事がぐんと増えてき
ます。用具や機械の話、「ああ！マルチ！知ってる！」「あの道具はああいう時に使うのか」「トラクターを運転できるんだ！す
ごい！」と、きれいでおしゃれな部員さん達とのギャップ（と言ったら、失礼でしょうか？ ) にときめいてばかりになります。
本職が農家ではない私には、フレミズ部員さん達の体験談やお話を聞く事で、そこで得た知識を次シーズンの農作業に活かせ
る様心掛けています。
　話はそれますが、数年前の交流会で料理教室が行われた時は、調理室が部員さんでいっぱいになり、とても賑やかな中美味
しい炊き込みご飯などを作りました。久し振りの部員さんとの再会を喜びながら、ワーキャーと調理をする様子は、学生時代
に返った様で、今でも大好きな思い出です。年に数回しか会えないけど、他町の部員さんには、農作業をしているとふと思い
出し、そして会えばほっとする、不思議なつながりを感じています。
　そして、この私にアルバイトを通して農業との関わりを作ってくれた農家さんには感謝してもしきれない位です。
　気付けばフレミズ部員になり十年以上経ち、私の所属する部会にもまだまだ課題はありますが、元気で多才な部員さん達と
のつながりを大切にし、私が先輩部員さん達にしてもらった様に、楽しく、自分らしく輝ける、かつ癒しの場所にフレッシュ
ミズという場がなれば良い、またそうなる様に自分達で作り上げていきたいと思っています。
　最後に、思い出話ばかりになってしまいましたが、作文を書くにあたって、フレミズでの活動を振り返ると、沢山の幸せな
出会いを経験させて頂いたんだなと、改めて感じました。農業を通して私に関わって下さった方々、そしてフレミズを支えて
いる部員の皆さんへ感謝の気持ちを込めて、私の主張とさせて頂きたいと思います。ありがとうございました。

ありがとうフレッシュミズ　　　ＪＡ上川中央女性部フレッシュミズ　渡辺　志保子
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２年ぶりの総会開催…

JA上川中央青年部定期総会を開催
3/1

ＪＡ青年部

Ｊ
Ａ
上
川
中
央
青
年
部　

新
役
員

部　

長　

辰
巳　

裕
亮

副
部
長　

奥　
　

典
大

会　

計　

阪
本　

航
大

理　

事　

高
井　
　

啓

　
　
　
　

出
戸　

将
太

　
　
　
　

遠
藤　

雅
大

　
　
　
　

岡
田　

恭
兵

　
　
　
　

橋
本　

脩
平

監　

事　

佐
藤　

直
哉

　
　
　
　

大
野　

真
治

Ｊ
Ａ
上
川
地
区
青
年
部

　
　

協
議
会　

新
役
員

副
会
長　

成
田　

真
市

生乳の廃棄を防ぐために…

牛乳贈答券を配布しました
3/10

上川地区

　

上
川
町
乳
牛
検
定
組
合
か
ら
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
、

小
・
中
学
校
、
各
幼
稚
園
、
保
育
所
の
子
供
た
ち
に
牛
乳
贈
答
券
を

配
布
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
飲
食
業
界
向
け
や
、
学
校
給
食

で
の
需
要
の
減
少
に
よ
り
、
今
春
に
は
約
１
２
，
０
０
０
ｔ
も
の
生

乳
が
廃
棄
さ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
回
避
す
る
べ
く
、
少
し
で
も
多
く
牛
乳
を
消
費
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
子
供
た
ち
１
人
あ
た
り
６
Ｌ
相
当
分
の
券
を
配
布
い
た
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
上
川
中
央
青
年
部
定
期
総
会
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
、
部

員
の
み
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
す
べ
て
可
決
さ

れ
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
新

部
長
に
上
川
地
区
の
辰
巳

裕
亮
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
に
は
、
消

費
拡
大
運
動
の
一
環
と
し

て
、
総
会
出
席
者
全
員
に
、

愛
一
杯
ゆ
め
ぴ
り
か
、
て
ん

さ
い
糖
、
牛
乳
が
配
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
3
月
22
日
の
Ｊ
Ａ

上
川
地
区
青
年
部
協
議
会
定

期
総
会
に
お
い
て
、
愛
別
地

区
の
成
田
真
市
さ
ん
が
副
会

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
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※ ご不明な点等がございましたら店頭スタッフまでお問い合わせください。

割引期間

4/1～5/31春  の オ イ  ル  交 換

夏 タ イ ヤ 購 入

145/80Ｒ12
ブリヂストン Ｋ370

ヨコハマ Ｙ356

ダンロップ TG4

2022.45
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　タテのカギ↓ 　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
ネ ン ド マ ツ

先
月
号
の
答
え

Ｊ
Ａ
図
書
コ
ー
ナ
ー

ご注文は
地域振興係
ー本 所ー
℡ 6-5315
ー支 所ー
℡ 2-1113

2022.4 8



第
１
回
理
事
会

第
２
回
理
事
会

１
日	

Ｊ
Ａ
青
年
部
第
５
回
定
期
総
会

	

愛
別
町
そ
菜
振
興
協
議
会
役
員
会

８
日	

企
画
会
議

	

上
川
町
大
根
生
産
組
合
役
員
会

９
日	

第
１
回
合
同
委
員
会

10
日	

上
川
町
人
参
生
産
組
合
総
会

	

馬
鈴
薯
生
産
組
合
総
会

17
日	

第
２
回
定
例
理
事
会

22
日	

地
区
別
懇
談
会（
上
川
）

24
日	

地
区
別
懇
談
会（
愛
別
）

３
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

（令和4年2月24日現在）

正組合員戸数	 314	戸

総組合員数	 2,226名

　正組合員数	 484名

　　うち団体数	 33団体

　准組合員数	 1,742名

　　うち団体数	 58団体

　日頃から当農協の事業運営に理解とご
協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、本所加工所施設（きのこ共選所
事務所の横）につきましては、施設等の
老朽化や利用者の減少、及び今後の施
設有効利用の観点から協議を続けてきた
結果、令和４年３月３１日をもちまして、閉
鎖することといたしました。
　長い間のご利用、誠にありがとうござ
いました。

本所加工所施設の営業終了について
（お知らせ）

令
和
４
年
２
月
24
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

内
部
監
査
業
務
活
動
報
告
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
の
内
部
監
査
業
務
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３　

要
領
の
制
定
並
び
に一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
改
正
並
び
に
２
件
の
制
定
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

行
政
に
対
す
る
要
望・意
見
書
の
回
答
に
つ
い
て

　
　

両
町
か
ら
の
回
答
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

５　

令
和
３
年
度
自
己
査
定
の
結
果
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
自
己
査
定
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

出
資
持
分
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

減
損
会
計
に
係
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
方
針
に
つ
い
て

　
　

減
損
会
計
に
係
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。

４　

繰
延
税
金
資
産
の
計
上
に
つ
い
て

　
　

繰
延
税
金
資
産
に
係
る
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

令
和
３
年
度
事
業
決
算
内
容
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
の
決
算
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

６　

令
和
４
年
度
理
事
に
対
す
る
担
保
貸
付
金
の
包
括
事
前
承
認
に
つ

い
て

　
　

令
和
４
年
度
理
事
に
対
す
る
担
保
貸
付
金
の
事
前
承
認
が
承

認
さ
れ
た
。

７　

酪
農
畜
産
支
援
勘
定
事
業
利
用
申
込
の
認
定
及
び
利
用
額
設
定

に
つ
い
て

　
　

４
件
の
酪
農
畜
産
支
援
勘
定
事
業
の
利
用
申
込
み
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
た
。

８　

Ｊ
Ａ
役
員
賠
償
責
任
保
険
の
継
続
契
約
に
つ
い
て

　
　

役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加
入
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

９　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

10 

定
款
の一部
改
正
並
び
に
規
程
の
制
定
及
び一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

定
款
の
一部
改
正
（
案
）
並
び
に
２
件
の
要
領
制
定
及
び
３
件

の
規
程
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

令
和
４
年
３
月
17
日

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

決
算
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

決
算
手
当
の
支
給
金
額
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３　

令
和
３
年
度
経
営
定
期
点
検
実
施
報
告
に
つ
い
て

　
　

点
検
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
内
容
に
つ
い
て

　
　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

５　

令
和
４
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
の
監
査
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
議　
　

事

１　

出
資
持
分
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
相
続
並
び
に
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
加
入
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

３　

組
合
員
の
資
格
変
更
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
資
格
変
更
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

令
和
３
年
度
決
算
、剰
余
金
処
分
案
並
び
に（
参
考
資
料
）部
門
別

損
益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
の
決
算
額
と
剰
余
金
処
分
案
と
し
て
、
内
部
留

保
の
ほ
か
出
資
配
当
、
事
業
分
量
配
当
の
内
容
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
た
。

５　

令
和
３
年
度
決
算
監
査
の
結
果
並
び
に
決
算
監
査
報
告
の
承
認
に

つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
決
算
監
査
の
結
果
並
び
に
決
算
監
査
報
告
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。

６　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
第
５
次
中
期
経
営
３
ヵ
年
計
画
に

つ
い
て

　
　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
中
期
経
営
３
ヵ
年
計
画
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。

７　

第
14
回
通
常
総
会
提
出
議
案
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

議
案
７
件
、
報
告
事
項
３
件
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

８　

総
会
事
務
取
扱「
議
決
権
行
使
に
あ
た
って
の
留
意
事
項
」に
つ
い
て

　
　

提
出
期
限
を
４
月
４
日
午
後
５
時
30
分
と
、
無
効
等
の
扱
い
に

つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

９　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

２
名
の
理
事
に
対
す
る
融
資
案
件
に
つ
い
て
、
該
当
理
事
退
席

の
も
と
、
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

10　

規
程
等
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
一部
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

組合員のうごき
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お知らせ　　ゴールデンウィーク期間の営業時間について

《営農部より》	 ※期間中の農畜産物販売等については、各担当者より別途ご連絡差し上げます。
《金融部より》	 ※期間中はコンビニATMも	8：00～21：00までご利用頂けます。尚、平日は8：45～18：00、土曜日は9：00～14：00の間は
	 	 110円の手数料が掛かります。その他の時間帯、または日曜・祝祭日には220円の手数料が掛かります。
《愛別給油所より》	 ※４月中の日曜・祝祭日の営業時間は8：30～17：30となります。
	 	 ５月から日曜日は休業とさせていただきます。

部　署 総　　務

営業日 営　　農 金 融 窓 口 ＡＴＭ 愛 別 上 川 農機センター 愛 別 上 川

４月２８日（木） 8：30～17：30 9：00～16：30 9：00～18：00 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：00～18：30 8：00～19：00

４月２９日（金）
【昭和の日】

8：30～17：30

8：30～17：30

8：30～17：30

8：30～17：30

8：00～18：00

４月３０日（土） 9：00～12：30 8：30～12：30 8：30～12：30 8：30～12：30 8：00～18：30 8：00～19：00

５月　１日（日） 8：00～18：00

５月　２日（月） 8：30～17：30 9：00～16：30 9：00～18：00 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：00～18：30 8：00～19：00

５月　３日（火）
【憲法記念日】

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：00～18：00

５月　４日（水）
【みどりの日】

8：00～18：00

５月　５日（木）
【こどもの日】

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：30～12：00
（日直対応）

8：00～18：00

５月　６日（金） 8：30～17：30 9：00～16：30 9：00～18：00 8：30～17：30 8：30～17：30 8：30～17：30 8：00～18：30 8：00～19：00

５月　７日（土） 9：00～12：30 8：30～12：30 8：30～12：30 8：30～12：30 8：00～18：30 8：00～19：00

《営農部より》

給 油 所資 材

休　　　　　　　　　　業

金　　　　　融

休　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　業

休 業

休　　　　　　　　　　業

《愛別給油所より》
５月～１０月の日曜日は休業とさせていただきます。

※期間中はコンビニATMも 8：00～21：00までご利用頂けます。尚、平日は8：45～18：00、土曜日は9：00～14：00の間は110円の手数料が掛かります。

休　　　　　　　　　　業

休　　　　　　　　　　業

その他の時間帯、または日曜・祝祭日には220円の手数料が掛かります。
《金融部より》

休　　　　　　　　　　業

※期間中の農畜産物販売等については、各担当者より別途ご連絡差し上げます。

※４月中の日曜・祝祭日の営業時間は8：30～17：30となります。

お知らせ ゴールデンウィーク期間の営業時間について
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